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金
木
中
学

校
 

い
よ
い
よ
着
工
 

金
木
中
学

校
移
転

新
築
工

事
は
、
去
る
七

月
二
十
六
日
、

建
設
現

場
の
金
木

営
林
署
旧
貯

木
場
で
地
鎮

祭
が
行
わ
れ
、

昭
和
六
＋
一
年
度

完
成
に
向
っ

て
い

よ
い
よ
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
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完成予定配置図 第
二
の
教

室
 

多
目
的

ホ
  ー
ル
を
配

置
 

」 

地
鎮
祭
に
は
、
古
川
竹
夫
町
・

長
を
は
じ
め
金
木
中
学
校
建
設

促
進
協
議
会

（
泉谷
柾
太
郎
会

長
）
委
員
や
町
議
会
議
員
、
エ

事
関
係
者
ら
約
五
十
人
が
出
席
。
 

神
事
と
共
に
古
川
町
長
や
関
係

者
ら
が
く
わ
入
れ
と
玉
申
し
を

奉
典
し
て
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。
 

現
校
舎
は
、
昭
和
二
十
六
年

に
建
築
さ
れ
、
三
十
三
年
間
に

五
千
九
百
十
九
人
の
生
徒
が
こ

の
学
び
舎
か
ら
巣
立
ち
ま
し
た

が
、
老
朽
化
が
激
し
く
五
十
六

年
に
は
、
危
険
校
舎
と
し
て
県

か
ら
指
定
を
受
け
る
な
ど
修
理

の
連
続
で
維
持
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
昭
和
四
十
三
年
の
十
勝
沖

地
震
を
は
じ
め
数
々
の
天
災
に

も
耐
え
、
三
十
三
年
間
築
き
上

げ
て
き
た
伝
統
は
広
大
な
敷
地

に
移
転
し
て
引
き
継
が
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 

視
聴
覚
室
な
ど
の
特
別
室
が
十

室
と
ら
れ
、
校
舎
そ
の
も
の
は

昭
和
六
十
年
度
に
完
成
の
見
込

み
で
す
。
六
十
一
年
八
月
の
一
一
 
 学

期
か
ら
は
、
新
し
い
校
舎
で

授
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
 

ま
た
、
附
帯
施
設
と
し
て
の

体
育
館
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

二
面
の
広
さ
）
は
六
十
一
年
度

に
完
成
見
込
み
で
、
こ
の
あ
と

野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
プ
ー
ル
、
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
、
柔
 

主
な
特
色
と
し
て
は
、
玄
関

を
吹
抜
け
と
し
、
文
化
的
色
彩

を
正
大
。
二
階
に
は
、
多
目
的

ホ
ー
ル
を
大
き
く
設
け
、
自
由

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
徒
の
専
川
ロ

ノ
力
ー
の
設
置
ゃ
、
履
き
換
え
 
 剣

道
場
な
ど
次
々
に
整
備
、
建

築
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

総
敷
地
面
積
は
、
現
在
の
約

四
・
二
倍
に
当
る
四
万
五
千
五

百
七
十
、
ル
率
方メ
ー
ト
ル
で
、
 

七
月
十
六
日
に
執
行
さ
れ
た
入

札
で
は
、
東
京
に
本
社
の
あ
る

勝
村
建
設
脚
が
八
億
一
千
五
百

万
円
で
落
札
し
ま
し
た
。
 

な
し
で
中
庭
に
出
歩
け
る
な
ど

ゆ
と
り
あ
る
学
校
生
活
を
送
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

さ
ら
に
、
自
校
炊
飯
の
完
全
給

食
股
備
は
六
十
一
年
に
完
成
見

込
み
で
近
代
的
施
設
と
し
て
、
 

早
塑
加
成
が
待
ち
望
ま
れ
ま
す
。
 

六
十
一
年
八

月
に
は
 

新
校
舎
で

授
業
 

建
設
さ
れ
る
新
校
舎
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、二
階
建

て
と
三
階
建
て
の
二
棟
組
。
普

通
教
室
が
十
一
室
、
理
科
室
ゃ
 

ー僕たちの未来につながるきれいな選挙 金中1年外崎寿徳ー 

校舎完成予想図 
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農
業
委
員
会
 

会
長
に
山
中
正
津

氏
 

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

選
挙
は
、
七
月
十
五
日
投
票
が

行
わ
れ

（
喜
良市
選
挙
区
は
無

投
票
）
十
五
名
の
委
員
が
農
家

の
信
任
を
得
ま
し
た
。
 

ま
た
、
八
月
二
日
に
開
か
れ

た
組
織
会
に
は
、
農
協
な
ど
か

ら
推
せ
ん
さ
れ
た
委
員
九
名
を

交
え
た
二
十
四
名
が
出
席
。
会

長
に
山
中
正
津
氏
（
写
真
）
同
職

務
代
理
者
に
中
谷
肇
氏
と
古
川
 

哲
雄
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。
 

▽
会
長
 

（
年令

・
地
区
）
 

山
中
 
正
津
（5
9・
嘉
瀬
）
選
挙

▽
同
職
務
代
理
者
 

中
谷
 

肇
（
4
4・
川
倉
）選
挙

古
川
哲
雄
（5
6・
喜
良
市
）議
会

▽
委
員
 

櫛
引
 
政
雄
（7
2・
金
木
）選
挙

木
下
 
俊
蔵
（6
1・
嘉
瀬
）
選
挙

鳴
海
 

栄
（
5
3・
嘉
瀬
）
農
協
 
 角

田
 
正
男
（
6
6・
金
木
）
農協

竹
内
 
義
就
（5
0・
藤
枝
）
選
挙

吉
田
米
五
郎
（6
4・
蒔
田
）選
挙

秋
谷
正
義
（5
2・
喜
良
市
）選
挙

工
藤
俊
男
（
5
7・
喜
良
市
）
農協

今
 
英
一
（5
2‘
喜
良
市
）
選
挙
 

高
度
で
安
定
的
な
農
業
と
生

産
力
を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
進

め
ら
れ
て
い
る
、
新
農
業
構
造

改
善
事
業
は
、
こ
の
ほ
ど
待
望

の
り
ん
ご
冷
蔵
庫
建
設
に
着
手

し
ま
し
た
。
 

こ
の
新
農
構
事
業
は
、
昭
和

五
十
八
年
十
二
月
に
嘉
瀬
地
区

が
国
の
認
定
を
受
け
、
町
と
嘉

瀬
農
協
及
び
各
種
生
産
組
合
が

事
業
主
体
と
な
り
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
の
冷
蔵
庫

建
設
は
嘉
瀬
農
協
が
事
業
主
体

と
な
り
附
帯
の
機
械
な
ど
を
含

め
一
億
八
千
五
百
万
円
の
工
事
 
 原

田
正
信
（
5
8・
中
柏
木
）
農
協

秋
村
米
太
郎

（5
5・
嘉
瀬
）
共
済

徳
田
 
長
弘
（3
6・
金
木
）
選
挙

泉
谷
 
和
雄
（
5
0・
川
倉
）選
挙

川
口
 
隆

（3
6・
蒔
田
）選
挙

今
 
友
蔵
（
5
2‘
喜
良
市
）選
挙

土
岐
 
輝
雄
（5
9
 嘉
瀬
）
農
協

小
山
内
高
志
（
5
0
 嘉
瀬
）
選
挙

山
中
 
朝
輝
（5
6
 嘉
瀬
）
選
挙

小
林
 
長
一
（4
7
 金
木
）
議
会

伊
丸
岡
 
勇
（3
6
 金
木
）
議
会

沢
田
 
茂

（5
7
 嘉
瀬
）
選
挙
 

費
で
今
年
十
月
に
完
成
の
見
込

み
で
す
。
 

こ
の
建
設
に
よ
り
、
り
ん
ご

の
安
定
出
荷
が
可
能
に
な
り
効

率
の
よ
い
農
業
が
営
ま
れ
る
だ

け
で
な
く
、
新
農
構
事
業
の
順

調
な
進
展
を
確
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
 

今
後
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

建
設
や
共
同
機
械
の
導
入
、
大

豆
乾
燥
調
整
施
設
な
ど
の
農
業

の
直
接
的
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
 

農
村
運
動
公
園
も
事
業
に
組
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

し
い
た
け
栽
培
施
設
な
ど
の
 
 単

独
融
資
事
業
を
含
め
、
昭
和
 
総
事

業
費
八
億
四
千
万
円
が
見

六
1
四
年
度
ま
で
の
七
年
間
に
 

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

「ゆ
た
か
で
住
み
よ
い
 

町
づ
く
り
」
の
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
ま
と
ま
る
 

農

村

総
合
整

備
計

画
に
係

る
「

豊
か
で

住
み
よ
い

町
づ

く
り

」
の
ア
ン

ケ
ー
ト

調
査

に
ご

協
力
を

頂
き

あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

お
陰

様
を
も
ち

ま
し

て

こ
の
ほ
ど

そ
の
結

果
が

ま
と

ま
り
、

今

月
号
か
ら

三
回
に
分
け

て
そ
の
概

要
を

紹
介
し

ま
す
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
十
集
 

北
部
地
域

（金
木
・
川
倉

・

落
を
三
つ
に
区
分
し
、
地
域
毎
 
藤

枝

・
蒔
田
・
神
原
）
 

に
集
計
し
ま
し
た
。
 

南
部
地
域
（
嘉
瀬
・
中柏
木
）
 

東
部
地
域

（
喜良
市
・
岩
見

町

・
更
生
部
落
）
 

今
月
号
は
北
部
地
域
を
紹
介

し
ま
す
。
（
 
）内
は
全
体
数
値

▽
回
収
率
7
4・
2

(7
4・
3
)
%
 

▽
出
稼
ぎ
に
つ
い
て
 

「賃
金
が
安
く
て
も
誘
致
企
業

で
働
け
る
方
が
よ
い
」
と
答
え

た
人
は
6
5・
5
(
6
0・
4
)
%
 

で
最
も
多
く
次
に
 
「賃
金
が
優

先
」
2
2・
3
(
2
7・
3
)
％
「農

繁
期
に
休
め
な
い
の
で
出
稼
ぎ

す
る
」
 8
・
2

(
9

・
1
)
%
 

▽
将
来
の
姿
 

「地
場
産
業
の
発
展
し
た
町
」
 

3
0・
0
(
2
8'
2
)
％
「
生
活

環
境
の
整
備
さ
れ
た
町
」
 2
6・

 

8
(
2
9・
8
)
％
「
農
業
基
盤

の
整
備
さ
れ
た
町
」
 2
2・6
(2
2
 

・

6
)
％
「
観
光
と
農
業
の
盛

ん
な
町
」
 1
8・8

(1
0・
5
)
%
 

▽
金
木
町
の
居
住
性
 

「ま
あ
ま
あ
で
あ
る
」
4
8・
2
 

(4
6・
6
)％
「住
み
に
く
い
」
 

2
2・
5
(
2
4・
0
)
％
「
住
み

よ
い
」
 1
9・
6
(
1
9・
8
)
%
 

▽
整
備
を
望
む
施
設
 

「子
ど
も
の
遊
び
場
」
 1
5・
1
 

(1
4・
2
)
％
「
医
療
施
設
」
 

1
0・

1

(1
1・
4
)
％
「
下
水

道
」
 9
・
0
(
9

・
1
)
%
 

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
に

よ
っ
て
多
少
異
っ
て
い
ま
す
。
 

（第220号） 	 金木だよ り （2) 

宇
嘉
瀬
地
区
 

「一
 
新
農
構
事
業
で
 

り
ん
ご冷
蔵
庫
建
設
に
着
手
 

一ふ，ざけた人のー票で悪い日本つくられる 金小 6 年長尾憲明ー 

h
 



え
 

短
い

夏
を

満

喫
 

七
月
ニ
＋
ニ
日

5
八
月
ニ
＋
日
ま
で
の
夏
休
み
期
間
中
、
町
内
各
地
区
で
様

々
な
行
事
が
催
さ
れ
、
児
童
生
徒
は
楽
し

い
夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
 

校
外
指
導
連
絡
協
議
会
 

タ
ー
ト
。
地
図
と
に
ら
め
っ
こ

し
な
が
ら
よ
う
や
く
た
ど
り
着

い
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
 

持
参
し
た
地
図
に
備
え
付
け
の
 

保
育
所
生
活
の
よ
き
思
い
出

に
ー
。
と
八
月
「
H

、
嘉
瀬
に

あ
る
町
立
第
三
保
育
所
（
沢
田

国
春
所
長
・
園
児
七
十
七
人
）
 

で
納
涼
祭
り
が
行
わ
れ
、
園
児

や
お
母
さ
ん
ら
約
二
百
人
が
参

加
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
 

こ
の
納
涼
祭
り
は
、
同
保
育

所
と
母
の
会
（
鎌
田
ヒ
サ
子
会

長
）
が
共
催
し
て
開
い
た
も
の

で
、
会
場
の
屋
外
遊
戯
場
に
は

園
児
の
作
っ
た
金
魚
ね
ぶ
た
が

い
っ
ぱ
い
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

お
母
さ
ん
や
役
員
が
総
出
で

売
店
に
出
す
お
で
ん
作
り
な
ど

の
準
備
を
し
て
い
る
問
「
青
い

ラ
ン
プ
」
の
ス
ラ
イ
ド
が
L
映

さ
れ
、
お
で
ん
ゃ
お
菓
f

、
花

火
な
ど
を
売
る
に
わ
か
夜
店
が
 
 色

エ
ン
ピ
ツ
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る

と
息
を
つ
く
問
も
な
く
次
の
ポ

イ
ン
ト
へ
大
急
ぎ
。
A
I
H
ま

で
の
八
個
所
す
べ
て
回
り
、
時

聞
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

芦
野
公
園
の
外
周
約
六
キ
ロ

を
回
っ
て
ゴ
ー
ル
し
た
と
き
は

全
員
が
汗
ビ
ッ
シ
ョ
リ
。
暑
い

夏
の
ひ
と
と
き
を
オ
リ
エ
ン
テ
 

ー
リ
ン
グ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
 

出
揃
う
と
浴
衣
姿
の
園
児
た
ち

は
、
あ
ら
か
じ
め
頂
い
た
三
枚

の
引
換
券
で
、
早
速
買
い
物
ご

っ
こ
を
始
め
ま
し
た
。
 

ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
や
お
で
ん

を
ほ
お
ぱ
っ
た
後
は
、
花
火
遊

び
。
七
色
の
火
花
に
大
は
し
ゃ

ぎ
し
、
も
の
す
ご
い
煙
り
に
蚊

も
逃
げ
出
す
程
で
し
た
。
 

嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

（
土

岐
和
子
会
長
）
員
が
花
火
の
あ

と
始
来
を
す
る
と
、
今
度
は
う

ち
わ
を
片
手
に
盆
踊
り
大
会
。
 

こ
の
夜
だ
け
は
、
親
子
同
伴
と

あ
っ
て
八
時
過
ぎ
ま
で
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

町

内

散
歩
 

記
録
的
な
大
雪
の
あ
と
は
、
 

猛
暑
続
き
、
五
年
ぶ
り
の
豊
作

を
思
え
ば
暑
さ
な
ん
か
 
。
 

こ
の
暑
さ
の
中
、
も
う
冬
仕

度
が
始
ま
っ
て
い
る
。
喜
尺
目

山
の
穴
滝
、
赤
荷
沢
で
は
、
蝉

の
音
と
平
行
し
て
チ
ェ
ン
ソ
ー
 

の
音
が
し
き
り
、
滝
の
よ
う
に

流
れ
出
る
汗
に

一
日
一T
三
リ

ッ
ト
ル
の
水
を
飲
む
と
か
で
、
 

「冬
の
寒
さ
を
思
え
ぱ
」
と
Aソ

目
も
薪
集
め
に
精
を
出
す
。
木

陰
に
入
る
と
や
は
り
山
奥
、
海
 
 抜

約
四
百
メ
ー
ト
ル
の
こ
こ
は
、
 

ひ
ん
や
り
心
地
が
よ
い
。
最
近

は
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
主
流
を
し

め
、
金
銭
の
損
得
と
は
違
っ
た

意
味
で
薪
の
暖
さ
を
忘
れ
た
人

カ
 

弱
召
の

日
曜
営
業番
 

▽
9
月
2
臼

（
第1
日
曜
日
）
 

黒
川
石
油
 
5
31
2
7
3
2
 

▽
9
月
9
日

（
第2
日
曜
目
）
 

荒
関
商
店
 
5
31
3
1
2
5
 

▽
9
月
1
6日

（
第3
日
曜
日
）
 

（
バイ
バ
ス
）
 

荒
関
商
店
 
5
31
3
0
0
9
 

▽
9
月
2
3日
（
第
4
日
曜
日
）
 

（
駅
前）
 

藤
本
石
油
 
5
31
2
1
3
2
 

▽
9
月
3
0日
（
第
5
日
曜
日
）
 

嘉
瀬
農
協
 
5
31
2
0
6
7
 

金
木
町
校
外
指
導
連
絡
協
議

会
（
北
谷
喜

一
会
長
‘
南
中
校

長
〕
で
は
、
七
月
三
十
日
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
 

非
行
防
止
の
一
環
と
し
て
、
 

夏
休
み
期
間
中
に
毎
年
開
か
れ
 

て
い
る
こ
の
大
会
は
、
今
年
で

十
一
回
目
。
町
内
各
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
四
十
ニ
チ
ー
ム
、
 

百
七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

出
発
点
の
金
中
グ
ラ
ン
ド
で

は
、
午
前
十
時
か
ら
四
人

一
組

と
な
り
、
 一
分
間
隔
で
次
々
ス
 

―よき人を正しい心と正しい目 南中2年 原田 健ー 

花
火
・
盆
踊
り
・
買
物
ご
っ
こ
 

第
三
保
育
所
納
涼
祭
 

歯
の

健
康

相

談
 

▼
歯
ブ
ラ
シ
の
指
導
と
展
示
 

▼

9
月

2
2日田
附

2
時

5
4時
保
健
セ
ン
タ
ー
 



金木：だ よ り （4j （第220号） 

金
木

口
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
 

観
音
像
を
寄
贈
 

'
 

‘
、

→
加
 

ー自分の言った言葉を大切にする人を選びましょう 金小 6年 金本志麻― 

秋
元
 
万
作

高
橋
 
恭
治

松
坂
キ
ミ
ョ

浅
利
多
次
郎

沢
田
フ
ミ
エ

黒
川
 
茂
由

神
島
 
た
よ

白
川
 
井
セ

鳴
海
与
右
衛
門
 
65 79 87 68 64 88 78 65 77 

金 

木 

喜
良
市
 

嘉 金 嘉 嘉金川 金金 嘉

瀬 木瀬 瀬木倉木木瀬 

が
今
年
結
成
二
十
周
1
1り
を迎
え

る
記
念
と
し
て
、
寄
贈
し
た
も

の
で
す
。
 

今
春
完
成
し
た
ぱ
か
り
の
火

葬
場
に
安
遺
さ
れ
た
同
像
は
、
 

さ
っ
そ
く
入
魂
の
儀
式
が
取
り

行
わ
れ
、
笹
木
宮
司
の
神
事
と

共
に
、
吉
崎
忠
直
助
役
や
白
川

会
長
ら
の
祈
祷
を
受
け
ま
し
た
。
 

慈
悲
の
心
が
入
魂
さ
れ
た
観

音
像
は
、
寂
然
と
し
て
霊
を
慰

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

第一保育所園児が 
お寺をお参り 

、
 

金
木
に
あ
る

町
立
第
一
保
育

所
（
岩
村
久
美

所
長
）
の
園
児

が
、
七
月
二
十

五
H

、
町
内
の

南
台
寺
（
生
玉

賢
秀
住
職
）
を

お
参
り
し
、「よ

い
子
に
な
り
ま

す
。」
と
阿
弥
陀

さ
ま
に
約
束
し

ま
し
た
。
 

素
直
な
気
持
ち
を
い
つ
ま
で

も
ー
。
と
今
年
は
じ
め
て
開
か

れ
た
同
保
育
所
の
お
寺
参
り
は
、
 

八
十
一
人
の
園
児
が
、
お
花
ゃ

お
や
つ
を
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
に

お
供
え
し
焼
香
す
る
と
、
も
み
 
 じ

の
よ
う
な
手
を
合
わ
せ
「
よ

い
子
に
な
り
ま
す
。」
と
声を
合

わ
せ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
約
三
十
分
位
に

わ
た
り
「
良
寛
さ
ん
と
お
米
の

話
」
を
生
玉
住
職
か
ら
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
慣
れ
な
い
ひ
ざ

に
顔
を
し
か
め
、
じ
っ
と
が
ま

ん
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
 

お
供
え
し
た
お
や
つ
を
頂
く

頃
に
な
る
と
、
樹
令
約
四
百
年

の
栗
の
木
か
ら
聞
こ
え
て
い
た

せ
み
の
声
も
徐
々
に
聞
き
と
れ

な
く
な
り
、
静
か
な
境
内
は
、
 

一
転
して
賑
ゃ
か
に
な
り
ま
し
た
o
 

ふ
だ
ん
訪
れ
た
こ
と
の
な
い

お
寺
に
園
児
た
ち
は
大
は
し
ゃ

ぎ
。
広
い
本
堂
を
と
こ
ろ
狭
し

と
遊
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 

はじめまして 

和也ちゃん 

甘川倉其田篤弘次男 

6月29日生まれ

体重 3,4209 

戸

籍
の
窓
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（剰
美代
価
延
編瓢
 

（鶴
加
讐
難

紗
晒
 

（凝
鱗
一
携
拶
叫

（
鶏鉱
附
降
藤
論
 

（縫

為
一
鍵
鴨舘
柳
 

お
く
や
み
 

岩
問
 
サ
チ
 
（
4
5
 

今
 
勝
三
郎
 

（7
8
 

男

女
 

人
ロ
と
世
帯
 

去
る
七
月
二
十
四
日
、
金
木

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
白川
昭

麿
会
長
・
会
員
三
十
四
名
）
で

聖
観
音
像
（
写
真
）
を
町
に
寄

贈
し
、
安
置
さ
れ
た
火
葬
場
で

入
魂
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

寄
贈
さ
れ
た
聖
観
音
菩
薩
像

は
、
身
丈
四
尺
の
銅
製
、
発
注

か
ら
ニ
ケ
月
も
要
し
謹
製
さ
れ

た
り
っ
ぱ
な
も
の
で
、
左
右
に

附
随
す
る
連
華
は
金
メ
ッ
キ
を

施
し
た
高
価
な
も
の
。同
ク
ラ
プ
 

七
月
 

お
め
で

と

う
 

其
田
 
和
也

（
篤弘
 

高
松
知
恵
利

（
久
治
 
 
金
 

福
士
 
山
夏
（
裕
章

平
山
 
迅
修
（
光
則
 

角
田
 
朝
美

（
金
光

吉
崎
 
将
太
（
昭
造
 

蝦
名
 
優
香

（
薫
 

占
川
 
卓
哉

（
均
 

黒
滝
 
隆
土
（
健
一
 

三
橋
 
裕
二

（
高
 

7 月311ョ現在 前月比 ． 一一 一． 

世帯数 3,890世帯 -10 機奨翼馨竺襟嬰堅 

人男口 14,328A -156.889A -10 魂鈴 - 	1k' flU - 

女 7,439人 一 5 金川金金藤金金金 金
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